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ダウンロード型海賊版サイトの
全般的な状況

•現在，監視しているサイトは100サイト強
•そのうち上位20サイトで削除対応数は82％を
占める

•上位10サイトだと58％
•上位30サイトだと93％
•掲載作品数は，サイトによって異なるが2年前
の調査で6000～10000作品程度（新しく出現したサイトでは
極端に少ないケースがある）

※侵害対策会社のレポートより



様々な対応を実施
• サイトへの警告，閉鎖要請
• サイトが使用するサーバー，レジストラへの要請
• 広告表示している場合（少ない），アドネット
ワーク等への出広停止要請

• 警察との連携→「はるか夢の址」の摘発
• そして，ストレージへの削除要請⇩
この結果，多数のサイトを閉鎖に追い込むが…
（2016年度のマンガ・アニメ海賊版対策協議会が実施した総合対策では100ほど
のサイトが閉鎖［一時的閉鎖含む］）

加えて特定悪質サイトに対する
集中対応も実施

• 268万ファイルものストレージ蔵置侵害ファイ
ルを短期間に削除

•マンガ・アニメ海賊版対策協議会と経済産業
省，一般社団法人コンテンツ海外流通促進機構
が実施した事業。約70の出版社が参加

• 2016年7月から2017年3月の9カ月間
•対象は削除要請をストレージに送って削除され
ても再掲載を繰り返す非常に悪質な６サイト



しかし，残念ながら被害を
抑え込むにはいたらず

• 自動化された再掲載システムがあることを確認
• 削除されてもすぐにダウンロードできる状態が復活→サイ
トを訪問すれば海賊版ユーザーは常に様々な作品をダウン
ロードできる

• サイトそのものをつぶそうとしても，悪質サイトは，サー
バーやドメインを変更して運営を継続

• また新規サイトも次々と生まれる
• 使用されているサーバー，ストレージ，レジストラはすべ
て海外。サイト運営者も海外の可能性あり

• 唯一，日本の法律が及ぶのが海賊版ユーザー

⇒ダウンロード違法化により海賊版
流通量の抑制が望まれる
⇒リーチサイト規制との相乗効果に
より海賊版サイトの利用が更に抑制
されることが期待される
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（参考）最大手のダウンロード型海賊版サイト
漫画村閉鎖後の伸長
月間訪問者数（万人）

※漫画村閉鎖直後（4月中旬）からアクセス数
が伸び始める。7月には過去最大の1916万人を
記録(26％増)。夏以降落ち着きを見せるも，直
近9月で対4月比21％増となっている。


